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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、脱専門化が進む支援の現代的位相において、単に「語り」の重視や「受け手」の

尊重、当事者性の優越といった点に留まらない社会学的な支援の分析可能性を目指すものであ

る。具体的には主として、セルフヘルプ・グループでの語りの分析を通して、それが現実の異

化効果を持っているのみならず、「聴き手」との関係の再編や「聴き手」の存在の必要性が重要

となってくることを分析した。さらには障害者への経験的調査において、その生を有意味なも

のとする関係の重要性が分析された。 

研究成果の概要（英文）： 

 This research project has been trying to find out the possibility of the “new” way 

of social support.  

In other word, we have tried to avoid the meaningless dichotomy, namely, between the 

special knowledge and fork knowledge, dominant story and narrative, and so on. 

  Through them, mainly we have shown the important meaning of narrative and it’s listener 

for the people who suffer from the ambiguity of identity. Moreover, we have also shown 

the meaning of life for handicapped people beyond the dichotomy. 
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１．研究開始当初の背景 

 当事者運動の成果、政策的提言、学問的成

果ないしは輸入により、2000 年代の対人援助

（とその受け手）はそれ以前と比して、少な

くともその先駆的な形態においては大きな

転換があったように思われる。 

 その第一のものが対人援助の市場化とそ

れに平行した供給の増大である。これにより

少なくとも対人援助が学問的・政策的課題と

してのみならず日常的にも課題となるスキ

ームが登場した。 

 第二のものが脱専門化である。一方では専

門家がその持っている「知」、ないしはエー

ジェントとして振る舞わざるを得ない存在

の位置から、対人援助の脱専門化が志向され

た。またもう一方で、対人援助の「効果」と
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しても旧来型の専門知の有効性が疑問に付

された。 

 第三のものが、当事者性の導入である。こ

れはもちろん、運動論としては以前から存在

しており、議論されてきたが、広く一般の学

問知として当事者知見を導入すること、ない

しは当事者性を標榜することはこの時期か

ら登場してきたことである。 

 このように、このプログラムの開始背景は、

広く従来の対人援助論、福祉論が問題として

きたことが乗り越えられつつあるかのよう

に見える趨勢の中で登場する問題を分析す

ることにある。 

すなわち上記した三つの事柄に関連づけ

ていくならば、援助の一般化による問題の潜

伏、脱専門化による専門家・専門知という「仮

想敵」の不在、当事者性の導入による学問知

のあり方の変容といった事柄である。 

 

 ２．研究の目的 

 本研究は、上述したように、市場化・脱専

門化が進みつつある対人援助が抱える課題

を社会学的に考察することを目的とする。 

 介護の制度化・市場化が進み、最低限一定

程度の介護が保証されることは、それ自体と

しては、諸運動の成果が相まっての＜善＞な

るものととらえることが出来るだろう。また

支援の脱専門化が進み、専門家主導の下では

必ずしも十分でなかった当事者の声、ニーズ

がくみ取られるようになったことも、また＜

善＞として捉えることが出来るだろう。 

だが、本研究はそれらの＜前進＞を無条件

のものとして捉えるものではない。むしろか

えってそれによって問題が引き起こされる、

あるいはこぼれ落ちる課題を見据え、それを

目的とした。 

まず第一には、制度的な介護・支援がある

種の隙間を作り、またある種の問題を引き起

ことである。それはまず制度的介入がもたら

す画一性の問題であり、支援がニーズを捉え

てしまうことが問題と見える錯視の問題で

ある。 

第二には、脱専門化された場・空間が必ず

しも真空のものではなく、支配的なフレーム

同士のせめぎ合いがかえってせり出してく

るということである。それは特に個々人が経

験のみならずその存在を織り上げていく場

における「語り」の承認/不承認といった形

で立ち現れてくるものである。 

これらを通して、第三に浮かび上がってく

るのが、当事者性という問いである。この 10

年の（そして多くの場合・時代）の支援実践

の振れ幅としてある脱専門化、脱施設化、脱

アイデンティティ….等々の事柄に対して、

単なる記述でもなく、距離化された分析でも

ない社会学の確立が目指された。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、上記した目的に沿うべく、介

護の制度化・市場化という課題に関しては、

「感情労働と介護」、援助の脱専門化という

課題については「セルフヘルプ・グループと

自己」という調査グループを、全メンバーが

参加する形で作り上げた。 

 「感情労働と介護」においては、支援の制

度化がなされることによってかえって制度

の隙間が生じてしまうこと、さらには支援が 

心へと傾斜してしまうことへの違和が生じ

ることをリサーチ・クエスチョンとしながら

いくつかの介助施設への質的調査を試みた。 

 「セルフヘルプ・グループと自己」では、

脱専門化された語りが、かえって何が支配的

な語りなのかをめぐるコンフリクトを起こ

すこと、語りという行為が実は特異なもので

あることなどをリサーチ・クエスチョンにし

ながらいくつかのセルフヘルプ・グループに

質的調査を試みた。 

 また、支援と語りを分析するために補完的

に作られたグループである「心理主義化と対

人援助」では、専門性の下に支援が制度化さ

れることで、原因の心理モデルへの退行がな

されることを指摘した。また、「犯罪被害者

支援」では、語ることがそもそも困難な対象

への支援のありかたと、聴くことがもつ効能

を分析することが試みられた。 

 

４．研究成果 

 本研究の主な成果は、メンバーが執筆した

『＜支援＞の社会学』並びにそれぞれの単著

がある。詳細はそれらを参照されたい。 

 だがあえて全体を通して、主となる成果の

要点は三つぐらいにまとめられるだろう。 

 第一には、支援の制度化は必ず隙間を生み

出すが、他方でそれを埋めることを試み続け

る実践が重要であるということである。これ

はそれ自体が必ずしもオリジナルな主張で

はないかもしれないが、この社会への予見的

な側面としては、「心」をめぐるそれを明ら

かにした点、あるいは支援の分配を見通す際

に重要だと考える。 

 第二に、「語る」という実践は必ずドミナ

ントなフレームをめぐる争いとなりえ、また

「聴き手」という承認を必要とするという点

である。つまり、支援実践にとって、必ずし

も専門性ー脱専門性という対立軸が決定的

なのではなく、承認という機制が重要なので

ある。 

 第三には当事者性との距離の取り方であ

り、本研究グループが志向する支援の社会学

のメチエである。近年の学問と当事者、実践

への参与、という課題に対して、当事者主義

に陥らない道を示した。 
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